
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
都
市
整
備
が
進
む

日
本
は
高
度
経
済
成
長
を
続
け
、
船
橋
市
の
人
口

は
さ
ら
に
増
加
。
昭
和
44
年
に
は
30
万
人
、
昭
和
49

年
に
は
40
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
学
校

の
数
が
足
り
な
く
な
り
、
毎
年
２
校
も
の
新
し
い
学

校
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

人
口
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
中
央
卸
売
市
場
の

建
設
、
東
町
事
業
所
（
ご
み
焼
却
施
設
）
の
完
成
、

船
橋
駅
前
の
改
造
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進

み
、
船
橋
市
は
よ
り
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
公
害
が
社
会
問
題
と
な
り

昭
和
46
年
に
は
「
公
害
防
止
条
例
」
を
制
定
。
ま
た
、

こ
の
こ
ろ
市
内
で
は
地
盤
沈
下
が
起
き
、
同
46
年
に

「
地
盤
沈
下
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
昭
和
43
年
に
第
一
回
産
業
ま
つ
り
（
現

在
の
市
民
ま
つ
り
）
を
開
催
、
昭
和
45
年
に
市
の
木

を
サ
ザ
ン
カ
に
決
定
す
る
な
ど
の
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
48
年
に
は
第
28
回
国
民
体
育
大

会
が
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
、
船
橋
市
は
馬
術
・
体

操
・
重
量
挙
げ
の
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

1 9 6 5 ～ 1 9 7 4

As the high-speed growth of Japan continued, Funabashi expanded in popu-
lation from 300,000 in 1969 to 400,000 and more in 1974.  Schools became cramped,
and new schools had to be built at a rate of two per year. 

With the increase in population, the city grew through large projects such as
construction of the central wholesale market, construction of the Higashi-machi waste
incineration plant, and reconstruction of the area around JR Funabashi Station.

Unfortunately, such rapid development contributed to the deterioration of the
environment, and the condition escalated into a social issue. In 1971, the city began
enforcement of antipollution regulations. A land sinkage problem was also revealed,
which forced the city to declare a "land-sinkage emergency" in 1971.

In 1968, the first Industrial Festival (now called the Citizen's Festival) was
held. In 1970, the city chose the sasanqua (camellia) as its official tree . In 1973, the
28th National Sports Festival was held in Chiba Prefecture, and Funabashi hosted
equestrian events, swimming races, and the weightlifting competition.

Large-Scale Urban Development Projects

■ヘルスセンターにゴールデンビーチがオープン　昭和40年
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市
の
動
き

社
会
の
動
き

昭和40年（1965年）

１
月
１
日

市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
（
現
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）
設
置

３
月
30
日

西
浦
処
理
場
（
第
１
次
し
尿
処
理
施
設
）
完
成

６
月

日
韓
基
本
条
約
調
印
（
12
月
18
日
発
効
）

７
月
16
日

船
橋
サ
ー
キ
ッ
ト
開
場

９
月
１
日

市
内
最
初
の
住
居
表
示
を
実
施
（
湊
町
１
〜
３
丁
目
、
南
本
町
）

10
月

朝
永
振
一
郎
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

10
月
１
日

第
10
回
国
勢
調
査
　
人
口
　
22
万
３
９
８
９
人

世
帯
数
　
５
万
８
５
０
２

11
月

日
韓
条
約
案
件
、
衆
議
院
本
会
議
で
可
決

11
月
７
日

運
動
公
園
（
陸
上
競
技
場
・
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
）
開
設

１
月
20
日

県
下
初
の
歩
道
橋
を
国
道
14
号
線
湊
町
交
差
点
に
設
置

２
月

全
日
空
機
、
羽
田
沖
墜
落

２
月
１
日

肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
　
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
（
現
西
簡
易

マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
）
開
園

３
月

B
O
A
C
機
、
富
士
山
麓
墜
落

４
月
９
日

京
葉
道
路
第
２
期
工
事
区
間
（
海
神
町
南
１
丁
目
〜
鷺
沼
町
３
丁
目
間
）
開
通

11
日

新
京
成
線
　
北
習
志
野
駅
開
業

16
日

印
内
春
日
墓
地
、
市
霊
園
に
移
転
完
了

５
月

米
原
子
力
潜
水
艦
、
横
須
賀
初
入
港

５
月
１
日

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
開
館

６
月

サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
１
号
月
面
軟
着
陸
に
成
功

国
民
祝
日
法
改
正
公
布
　
９
月
15
日
　
敬
老
の
日

10
月
10
日
　
体
育
の
日

７
月
１
日

㈱
船
橋
市
街
地
改
造
公
社
設
立

８
月
14
日

天
沼
弁
天
池
公
園
開
園

19
日

行
田
無
線
塔
・
米
軍
よ
り
返
還

12
月

国
民
の
祝
日
法
改
正
公
布
　
２
月
11
日
　
建
国
記
念
の
日

２
月
１
日

習
志
野
台
出
張
所
開
設

習
志
野
台
団
地
入
居
開
始

３
月
23
日

東
町
事
業
所
（
ご
み
焼
却
施
設
）
操
業
開
始

３
月
25
日

善
意
の
窓
口
船
橋
市
福
祉
銀
行
設
立

５
月
１
日

第
10
代
市
長
に
渡
辺
三
郎
就
任

６
月

中
東
戦
争
勃
発
（
〜
１
９
７
０
年
）

７
月

住
民
基
本
台
帳
法
公
布
（
11
月
10
日
施
行
）

７
月
31
日

浜
田
墓
地
を
市
霊
園
に
移
転
完
了

８
月

A
S
E
A
N
結
成
共
同
宣
言

公
害
対
策
基
本
法
公
布
施
行

９
月
13
日

船
橋
商
工
会
議
所
会
館
開
館

22
日

国
鉄
船
橋
駅
南
口
広
場
完
成

23
日

西
武
百
貨
店
開
店

10
月
１
日

市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典

交
通
災
害
共
済
制
度
実
施

６
日

勤
労
会
館
開
館

27
日

船
橋
パ
ー
ル
地
下
街
名
店
街
開
店

昭和41年（1966年）昭和42年(1967年)

■建設中の新京成線北習志野駅　昭和41年

■運動公園競技場開場　昭和40年

■天沼弁天池公園開園　昭和41年
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１
月

米
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
佐
世
保
入
港

１
月
８
日

船
橋
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
移
転

２
月

成
田
空
港
建
設
反
対
デ
モ
激
化

２
月
20
日

夏
見
台
団
地
入
居
開
始

４
月

霞
ヶ
関
超
高
層
ビ
ル
完
成

東
名
高
速
道
路
、
東
京
（
用
賀
）
〜
厚
木
間
開
通

５
月
15
日

新
京
成
線
　
新
津
田
沼
〜
前
原
駅
間
複
線
営
業
開
始

７
月
１
日

�
船
橋
市
清
美
公
社
設
立

８
月
１
日

第
１
回
産
業
ま
つ
り
（
現
市
民
ま
つ
り
）
開
催

９
月

水
俣
病
と
阿
賀
野
川
水
銀
中
毒
は
公
害
病
と
政
府
が
正
式
認
定

12
月

川
端
康
成
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

１
月

東
大
紛
争
激
化
、
入
試
中
止
決
定

１
月
29
日

東
消
防
署
設
置

３
月
29
日

地
下
鉄
東
西
線
　
西
船
橋
〜
中
野
駅
間
開
通

４
月
１
日

薬
園
（
円
）
台
公
園
開
園

５
月

東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

５
月
19
日

船
橋
東
郵
便
局
開
局

23
日

中
央
卸
売
市
場
青
果
部
門
の
営
業
開
始

６
月

原
子
力
船
「
む
つ
」
進
水

６
月
30
日

若
松
団
地
入
居
開
始

７
月

ア
ポ
ロ
11
号
で
人
類
初
の
月
面
踏
査

７
月
15
日

市
人
口
30
万
人
突
破

９
月
26
日

千
葉
テ
レ
ビ
放
送
局
　
三
山
送
信
所
試
験
開
始

12
月
５
日

西
浦
処
理
場
（
第
２
次
し
尿
処
理
施
設
）
完
成

２
月

人
工
衛
星
「
お
お
す
み
」
打
ち
上
げ

２
月
７
日

母
子
寮
建
て
替
え
完
了

３
月

日
本
万
国
博
覧
会
開
催
（
大
阪
）

日
航
機
「
よ
ど
号
」
乗
っ
取
り
事
件

４
月
１
日

伝
染
病
予
防
組
合
伝
染
病
舎
開
設

（
船
橋
市
、
習
志
野
市
、
八
千
代
市
、
鎌
ヶ
谷
市
）

５
月
１
日

養
護
老
人
ホ
ー
ム
豊
寿
園
開
設

８
月
30
日

第
１
回
歩
行
者
天
国
実
施
（
本
町
・
宮
本
通
り
）

10
月
１
日

第
11
回
国
勢
調
査
　
人
口
　
　
32
万
５
４
２
６
人

世
帯
数
　
９
万
１
６
２
２

11
月

三
島
由
紀
夫
、
割
腹
自
殺

11
月
10
日

市
の
木
「
サ
ザ
ン
カ
」
を
選
定

１
月
６
日

市
立
図
書
館
（
現
西
図
書
館
）
新
築
移
転

５
月
１
日

第
11
代
市
長
に
渡
辺
三
郎
就
任

習
志
野
霊
園
完
成

５
月
19
日

行
田
無
線
塔
解
体
作
業
開
始

６
月

沖
縄
返
還
協
定
調
印

７
月

環
境
庁
設
置

７
月
１
日

運
動
公
園
市
民
プ
ー
ル
完
成

５
日

宮
本
公
設
小
売
市
場
「
ス
カ
イ
マ
ー
ト
」
開
設

８
月
28
日

金
杉
台
団
地
入
居
開
始

９
月
29
日

「
地
盤
沈
下
非
常
事
態
」
を
宣
言

昭和43年（1968年）昭和46年（1971年） 昭和44年（1969年）昭和45年（1970年）

■第1回産業まつり開催　昭和43年■湊町3丁目地盤沈下により満潮時には海水が道路上まで及んだ
昭和45年

■船橋市の人口が30万人を突破（中央は渡辺三郎市長） 昭和44年
■第1回歩行者天国を実施　昭和45年
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10
月

東
北
・
上
越
新
幹
線
着
工

国
連
、
中
国
加
盟
承
認

12
月
20
日

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
本
町
通
り
に
設
置

１
月
１
日

天
然
ガ
ス
の
く
み
上
げ
全
面
禁
止

２
月

グ
ア
ム
島
、
横
井
庄
一
元
軍
曹
帰
還

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

連
合
赤
軍
「
浅
間
山
荘
」
事
件

２
月
21
日

法
典
連
絡
所
開
設
（
初
の
市
民
課
連
絡
窓
口
）

３
月

山
陽
新
幹
線
　
新
大
阪
〜
岡
山
駅
間
開
通

５
月

沖
縄
祖
国
復
帰

６
月
１
日

四
市
複
合
事
務
組
合
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
山
園
開
設

11
日

郷
土
資
料
館
開
館

20
日

中
央
卸
売
市
場
水
産
部
門
の
営
業
開
始

７
月
15
日

総
武
線
　
東
京
〜
津
田
沼
駅
間
複
々
線
完
成

快
速
電
車
　
東
京
〜
津
田
沼
駅
間
開
通

21
日

運
動
公
園
市
民
体
育
館
開
館

10
月
１
日

西
浦
町
事
業
所
（
ご
み
焼
却
施
設
）
操
業
開
始

12
月
１
日

船
橋
駅
連
絡
所
開
設

２
月

円
の
変
動
相
場
制
移
行

５
月

日
本
、
東
独
と
国
交
開
始

６
月

ジ
ョ
ン
ソ
ン
基
地
（
入
間
）
全
面
返
還

７
月

ア
ラ
ブ
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

８
月

金
大
中
事
件

８
月
15
日

二
宮
出
張
所
庁
舎
建
て
替
え
完
了

10
月

第
１
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

江
崎
玲
於
奈
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

10
月
１
日

消
防
局
・
中
央
消
防
署
合
同
庁
舎
完
成

衛
生
セ
ン
タ
ー
（
現
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）
開
設

14
日

第
28
回
国
民
体
育
大
会
（
若
潮
国
体
）
開
催
（
〜
19
日
）

11
月
１
日

「
広
報
ふ
な
ば
し
」
月
２
回
発
行
、
新
聞
折
り
込
み
に
よ
る

配
付
開
始

12
月
１
日

夜
間
急
病
診
療
所
開
設

３
月

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
バ
ン
グ
島
、
小
野
田
寛
郎
元
陸
軍
少
尉
30
年

ぶ
り
に
帰
還

４
月
１
日

知
的
障
害
者
の
更
正
施
設
「
北
総
育
成
園
」
開
園

二
和
公
民
館
開
館

市
営
火
葬
場
完
成

５
月
10
日

市
人
口
40
万
人
突
破

８
月

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
辞
任
表
明

10
月

佐
藤
栄
作
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

11
月
１
日

�
船
橋
市
環
境
公
社
設
立

昭和47年（1972年）昭和48年（1973年）昭和49年（1974年）

「
Ｊ
Ｒ
西
船
橋
駅
近
く
の
ア
パ
ー
ト

に
や
っ
て
来
た
の
は
、
昭
和
46
年
の
夏

で
し
た
」

君
津
出
身
の
永
峯
さ
ん
は
、
岐
阜
で

新
聞
記
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、

千
葉
市
を
経
て
初
め
て
船
橋
に
移
り
住

み
ま
し
た
。「
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
」

の
行
田
無
線
塔
が
近
い
と
聞
い
て
、
さ

っ
そ
く
行
田
方
向
に
車
を
走
ら
せ
ま
し

た
。
鎌
ヶ
谷
方
面
に
つ
な
が
る
細
い
道

路
を
北
上
す
る
と
、
数
本
の
鉄
塔
が
見

え
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

「
敷
地
に
は
、
ま
だ
木
造
平
屋
の
グ

レ
ー
の
建
物
が
１
棟
あ
り
ま
し
た
。
撤

去
工
事
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

ね
」間

も
な
く
、
跡
地
で
は
住
宅
公
団
の

団
地
造
成
が
始
ま
り
、
現
在
の
行
田
団

地
が
誕
生
し
ま
し
た
。

永
峯
さ
ん
は
、
そ
の
後
30
年
以
上
、

船
橋
に
住
み
続
け
て
い
ま
す
。

「
行
田
東
小
と
行
田
中
を
卒
業
し
た

二
人
の
娘
は
、
船
橋
が
ふ
る
さ
と
で
す

ね
。
子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
や
行
田
公
園
へ
よ
く
遊
び

に
行
き
ま
し
た
。
知
り
合
い
も
大
勢
で

き
て
、
船
橋
は
第
二
の
故
郷
に
な
り
ま

し
た
ね
」

永峯正義さん（藤原6）

行田無線塔が消えゆくときに

■第28回国民体育大会（若潮国体）開催　昭和48年

■総武線東京～津田沼駅間複々線完成　昭和47年

無線塔は昭和46年5月から12月にかけて解体された
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